
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   大東議員か下記の所へご連絡ください。 

  連絡先 日本共産党利根沼田地区委員会 

        電話 ２３－１５１９ 

 ２０１１年４月１０日             NO,２５４ 

 

 上古語父と下古語父は 

もともと一つの村でした 

が、貞享３年（１６８６ 

）の検地帳では、上古語 

父と下古語父にわけられ 

ているので、それより少 

し前にわけられたと考え 

られています。 

 下古語父の諏訪神社には、武尊宮、稲荷宮、菅原宮などの社

が祀られ、舞殿下の石段の下の両脇には、道祖神や馬頭観音、

地蔵尊、庚申塔、如意輪観音などの石仏があり、神仏が分離せ

ず、合祀の形態をよくとどめています。 

 石仏群のなかにある宝篋印塔は、宝永元年（１７０４）に建

てられたもので、年代的には古いもので、市の重要文化財に指 

              定されています。 

               沼田城が築かれる時に、白沢 

用水がひかれ、その後、城下の 

人口が増えたことなどから、介 

堰として川場村の薄根川から

水             水を引いたのが川場用水です。 

 川場用水は、真田信吉の時代 

につくられました。 
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を
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却
し
よ
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と
水
を
入
れ
れ
ば
、
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
た
水
が
外
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に
漏
れ

出
し
、
た
ま
っ
た
水
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処
理
し
よ
う
と
し
て
も
汚
染
さ
れ
た
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れ
き
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ど
が
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な
る
ー
東
日
本
大
震

災
で
破
壊
さ
れ
、
最
悪
の
事
故
を
引
き
起
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し
た
福
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第
１
原
子
力
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所
の
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事
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地
震
と
津
波
で
１
～
４
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機
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炉
心
を
冷
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す
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が
失
わ
れ
、
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の
後
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．
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．
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機

の
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屋
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ど
が
崩
壊
し
た
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１
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放
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を
含
む
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や
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が
飛
び
散
り
、
新
た
な
事
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次
々
発
生
す
る
文
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「
危
機
の
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と
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う
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り
ぎ
り
の
綱
渡
り
の

作
業
が
つ
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て
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す
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不
安
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に
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え
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と
対
策
を
示
し
、
農
家
な
ど
へ
の
被
害
補
償
を
早
急
に
お
こ
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 １７日告示、２４日投票の市議会議員選挙が目前に迫りました。今回の

市議会議員選挙は、東日本大震災で被災された方々の受け入れ、生活再建

の支援をすすめることや、福島原発の事故から市民のくらしと風評被害か

ら、沼田の農業や観光などの産業を守ることが求められています。 
 被災者の受け入れを積極的におこなうことは、市民のくらしを支え、福

祉のまちづくりをすすめることにつながります。 
 医療、介護、子育てなどの基盤が整備され、ネットワークがあってこそ、

災害時にも市民の生命と財産を守ることができます。 
 大東議員は、みなさんの声をまっすぐ市政にとどけ、福祉・防災のまち

づくりの願い実現に全力をつくします。 

 沼田市では震災で沼田市に避難されてきた方々のために、市役所２階に

職員を常駐させ「総合相談窓口」を設置しました。 

 ４日までに約３０件の相談があり、子どもの就学についての相談や避難

者への生活物資の支援などをおこなってきました。 

４月からは老神温泉など市内の宿泊施設に、５００

人受け入れることにしました。 

５日現在での利用者はなく、さらに避難者の積極 

的な受け入れに取り組み、避難者の方々の不安を取 

り除くために、沼田市も力をつくすことが大切です。 

 集落支援員は、総務省が財政的支援をおこない、山間

地域などの過疎・高齢化がすすむ地域の再生に取り組む

制度です。 

 利根町には現在１人の集落支援員が小松、柿平の高齢

者宅などを訪問し、安否確認などをおこなっています。 

 大東議員は３月議会の一般質問で、「集落支援員を増

員し、鳥獣被害対策や買い物支援など、安心してくらせ

る地域の再生」を 

求めました。 

 市長は、「他市の 

状況などを調査し、 

検討したい」と答 

えました。 


